


第７回  兵庫県立がんセンター地域公開講座  

テーマ：消化管がんに対する最新治療  

                         

日 時： 令和 ７年 9月２７日(土) 14時～16時 

場 所： 神戸市垂水区文化センター レバンテホール 

 

開会挨拶 

兵庫県立がんセンター院長  富 永 正 寛 

 

◇第 1部  座長 ： 兵庫県立がんセンター 消化器内科部長  山 本 佳 宣 

講演 1： 「十二指腸腫瘍に対する最新の内視鏡治療」  

兵庫県立がんセンター 消化器内科医長  瀬 尾 倫 子 

講演 2： 「消化管がん 抗がん剤治療のじっさいのところ」  

兵庫県立がんセンター 消化器内科医長  武 川 直 樹 

－  休    憩  －  

◇第 2部  座長 ： 兵庫県立がんセンター 消化器外科部長  岡 﨑 太 郎 

講演 3： 「直腸がんに対するロボット手術 ～がんの根治と機能温存の両立～」  

兵庫県立がんセンター 消化器外科医長  山 岡 雄 祐 

講演 4： 「食道がんを乗り越えるために ～手術と最新医療～」  

兵庫県立がんセンター 消化器外科医長  田 中 智 子 

                                   

開会挨拶 

兵庫県立がんセンター 地域医療連携部長兼消化器内科部長  山 本 佳 宣 

 

 

 

◇主 催： 兵庫県立がんセンター     ◇共 催： 兵庫県がん診療連携協議会 

◇後 援： 兵庫県医師会、神戸市医師会、兵庫県看護協会、神戸新聞社 
 



消化管がんに対する最新治療 

 

 

兵庫県立がんセンターは県下のがん医療に関する中枢医療機関として、県民の

皆様のがん治療に積極的に取り組んでいます。  

一方、がん検診受診率や精密検査受診率については、兵庫県は全国的に見ても

低く、がんの知識や治療についての県民の皆様に対するさらなる啓発が必要と

考えています。 

このため、「消化管がんに対する最新治療」をテーマに、令和７年９月２７日(土)

に地域公開講座を開催いたしました。  

神戸市垂水区文化センター「レバンテホール」を会場として、神戸市をはじめ

近隣地域の方々８８ 名がご参加され、質問にもお答えさせていただきました。  

 

消化管がんの治療は、近年目覚ましく進歩しています。内視鏡治療では、機器

や手技の向上により最難関とされる十二指腸の粘膜下層剥離術(ESD)が可能と

なりました。外科手術では、腹腔鏡手術、ロボット手術が一般的となり、患者さん

の病態に応じた手術を行っています。抗がん剤治療では、ここ数年で消化管がんに

対する新しい薬剤が続々と承認されています。 

本講座では、第１部で内視鏡治療と抗がん剤治療について、第２部で外科手術

について、当院で最前線で治療にあたっている若手の消化器内科、消化器外科の

医師がわかりやすく説明いたしました。 

がん患者さんやその家族の方々に向けて、がん治療における最新の情報を

提供し、理解を深めていただく場となりました。 


